
 

 九、第４条第１項第１１号（先願に係る他人の登録商標） 
 
 

 当該商標登録出願の日前の商標登録出願に係る他人の登録商標又はこれに 

類似する商標であつて、その商標登録に係る指定商品若しくは指定役務（第 

６条第１項（第６８条第１項において準用する場合を含む。）の規定により 

指定した商品又は役務をいう。以下同じ。）又はこれらに類似する商品若し 

くは役務について使用をするもの 

 

１．商標の類否の判断は、商標の有する外観、称呼及び観念のそれぞれの判断 

 要素を総合的に考察しなければならない。 

２．商標の類否の判断は、商標が使用される商品又は役務の主たる需要者層 

 （例えば、専門家、老人、子供、婦人等の違い）その他商品又は役務の取引 

 の実情を考慮し、需要者の通常有する注意力を基準として判断しなければな 

 らない。 

３．振り仮名を付した文字商標の称呼については、次の例によるものとする。 

(ｲ) 例えば、「紅梅」のような文字については、「ベニウメ」と振り 

 仮名した場合であっても、なお「コウバイ」の自然の称呼をも生ず 

 るものとする。 

(ﾛ) 例えば、「白梅」における「ハクバイ」及び「シラウメ」のよう 

 に２以上の自然の称呼を有する文字商標は、その一方を振り仮名と 

 して付した場合であっても、他の一方の自然の称呼をも生ずるもの 

 とする。 

(ﾊ) 例えば、商標「竜田川」に「タツタガワ」のような自然の称呼を 

 振り仮名として付したときは、「リュウデンセン」のような不自然 

 な称呼は、生じないものとする。 

４．結合商標の類否は、その結合の強弱の程度を考慮し、例えば、次のように 

 判断するものとする。ただし、著しく異なった外観、称呼又は観念を生ずる 



 ことが明らかなときは、この限りでない。 

(1) 形容詞的文字（商品の品質、原材料等を表示する文字、又は役務の提

供の場所、質等を表示する文字）を有する結合商標は、原則として、

それが付加結合されていない商標と類似する。 

（例） 類似する場合 

     「スーパーライオン」と「ライオン」 

     「銀座小判」    と「小  判」 

     「レデイグリーン」 と「レ デ イ」 

(2) 大小のある文字からなる商標は、原則として、大きさの相違するそれ

ぞれの部分からなる商標と類似する。 

（例） 類似する場合 

    「富士白鳥」と「富士」又は「白鳥」 

  「サンムーン」と「サン」又は「ムーン」 

(3) 著しく離れた文字の部分からなる商標は、原則として、離れたそれぞ

れの部分のみからなる商標と類似する。 

（例） 類似する場合 

  「鶴亀  万寿」と「鶴亀」又は「万寿」 

(4) 長い称呼を有するため、又は結合商標の一部が特に顕著であるため、 

 その一部分によって簡略化される可能性がある商標は、原則として、簡 

 略化される可能性がある部分のみからなる商標と類似する。 

（例） 類似する場合 

      「cherryblossomboy」と「チェリーブラッサム」 

        「chrysanthemumbluesky」と「クリサンシマム」又は「ブルースカイ」 

(5) 指定商品又は指定役務について慣用される文字と他の文字とを結合し 

 た商標は、慣用される文字を除いた部分からなる商標と類似する。 

（例） 類似する場合 

     清酒について「男山富士」と「富士」 



 

     清酒について「菊正宗」と「菊」 

     折りたたみナイフについて「桜肥後守」と「桜」 

        興行場の座席の手配について「プレイガイドシャトル」と「シャトル」 

     宿泊施設の提供について「黒潮観光ホテル」と「黒潮」 

(6) 指定商品又は指定役務について需要者の間に広く認識された他人の登録

商標と他の文字又は図形等と結合した商標は、その外観構成がまとまりよ

く一体に表されているもの又は観念上の繋がりがあるものを含め、原則と

して、その他人の登録商標と類似するものとする。 

 ただし、その他人の登録商標の部分が既成の語の一部となっているもの

等を除く。 

（例） 類似する例 

     テープレコーダについて「ＳＯＮＹＬＩＮＥ」､「ＳＯＮＹ ＬＩＮＥ」又は 

     「ＳＯＮＹ／ＬＩＮＥ」と「ＳＯＮＹ」 

     化粧品について「ラブロレアル」と「Ｌ‘０ＲＥＡＬ」「ロレアル」 

     かばん類について「ＰＡＯＬＯＧＵＣＣＩ」と「ＧＵＣＣＩ」 

     航空機による輸送について「ＪＡＬＦＬＯＷＥＲ」と「ＪＡＬ」 

     映画の制作について「東宝白梅」と「東宝」 

      類似しない例 

     金属加工機械器具について「ＴＯＳＨＩＨＩＫＯ」と「ＩＨＩ」 

     時計について「アルバイト」と「ＡＬＢＡ／アルバ」 

     遊戯用機械器具について「せがれ」と「セガ」 

（注）需要者の間に広く認識されているか否かの認定に当たっては、この基

準第３の八（第４条第１項第１０号）の７．を準用する。 

(7) 商号商標（商号の略称からなる商標を含む。以下同じ。）については、 

 商号の一部分として通常使用される「株式会社｣「商会｣「CO.｣「K.K.」 

 「Ltd.」「組合」「協同組合」等の文字が出願に係る商標の要部である 

文字の語尾又は語頭のいずれかにあるかを問わず、原則として、これら 

の文字を除外して商標の類否を判断するものとする。 



５．(1) 商標の構成部分中識別力のある部分が識別力のない部分に比較して著 

   しく小さく表示された場合であっても、識別力のある部分から称呼又は 

   観念を生ずるものとする。 

  (2) 商標が色彩を有するときは、その部分から称呼又は観念を生ずること 

   があるものとする。 

  (3) 商標の要部が、それ自体は自他商品の識別力を有しないものであって 

   も、使用により識別力を有するに至った場合は、その部分から称呼を生 

   ずるものとする。 

６．商標の称呼の類否を称呼に内在する音声上の判断要素及び判断方法のみに 

 よって判断するときには、例えば、次の(Ⅰ)及び(Ⅱ)のようにするものとす 

 る。 

(Ⅰ) 商標の称呼類否判断にあたっては、比較される両称呼の音質、音量及 

  び音調並びに音節に関する判断要素（〔注１〕ないし〔注４〕）のそれ 

  ぞれにおいて、共通し、近似するところがあるか否かを比較するととも 

  に両商標が特定の観念のない造語であるか否か（例えば、明らかな観念 

  の違いによってその音調を異にしたり、その称呼に対する注意力が異な 

  ることがある。）を考慮し、時と所を異にして、両商標が称呼され、聴 

  覚されるときに聴者に与える称呼の全体的印象（音感）から、互いに相 

  紛れるおそれがあるか否かによって判断するものとする。 

 両商標が下記(Ⅱ)の(1)ないし(8)の基準〔注５〕のいずれかに該当〔 

注６〕するときは、原則として、〔注７〕称呼上類似するものとする。 

 〔注１〕音質（母音、子音の質的きまりから生じる音の性質）に関する判断 

   要素としては、 

(ｲ) 相違する音の母音を共通にしているか、母音が近似しているか【例 

 えば、１音の相違にあって(i)その音が中間又は語尾に位置し､母音を 

 共通にするとき (ii)子音が調音の位置、方法において近似（ともに 

 両唇音であるとか、ともに摩擦音であるとかのように、子音表におい 

 て、同一又は近似する調音位置、方法にある場合をいう。ただし、相 



 

 違する音の位置､音調､全体の音数の多少によって異なることがある｡) 

 し、母音を共通にするとき等においては、全体の音感が近似して聴覚 

 されることが多い。】 

   (ﾛ) 相違する音の子音を共通にしているか、子音が近似しているか【例 

    えば､１音の相違にあって(i)相違する音の子音がともに 50 音図の同行 

    に属しその母音が近似（例えば、口の開き方と舌の位置の比較から、 

    母音エはアとイに近似し、母音オはアとウに近似する。ただし、相違 

    する音の位置、音調、全体の音数の多少によって異なることがある。）

    するとき (ii)相違する音が濁音（ガ、ザ、ダ、バ行音）の半濁音 

    （パ行音）、清音（カ、サ、タ、ハ行音）の違いにすぎないとき等に 

    おいては、全体の音感が近似して聴覚されることが多い。】 

      等が挙げられる。 

 〔注２〕音量（音の長短）に関する判断要素としては、 

   (ｲ) 相違する音がその前母音の長音であるか（長音の有無にすぎないか） 

   (ﾛ) 相違する音がその後子音の長音であるか（促音の有無にすぎないか） 

等が挙げられる。 

  音の長短は、長音、促音が比較的弱く聴覚されることから、音調（音 

の強弱）と関係があり（通常、長音、促音の前音が強く聴覚される。）、

また、長音、促音は発音したときに１単位的感じを与えることから、１ 

音節を構成し音節に関する判断要素とも関係がある。 

 〔注３〕音調（音の強弱及びアクセントの位置）に関する判断要素としては、 

   (ｲ) 相違する音がともに弱音（聴覚上、ひびきの弱い音）であるか、弱 

    音の有無にすぎないか、長音と促音の差にすぎないか（弱音は通常、 

    前音に吸収されて聴覚されにくい。） 

   (ﾛ) 相違する音がともに中間又は語尾に位置しているか（中間音、語尾 

    音は比較的弱く聴覚されることが多い。） 

   (ﾊ) 語頭若しくは語尾において、共通する音が同一の強音（聴覚上、ひ

びきの強い音）であるか（これが強音であるときには、全体の音感が



近似して聴覚されることが多い。） 

   (ﾆ) 欧文字商標の称呼において強めアクセントがある場合に、その位置

が共通するか 

等が挙げられる。 

 音の強弱は音自体（口の開き方の小さな音、イ・ウ、口を開かずに発 

せられる音、ム・ン、声帯が振動せずに発せられる音、フ・ス等は聴覚 

上、明瞭でないために弱音とされる場合）からだけでなく、相違する音 

の位置、全体の音数の長短等によって、相対的にその強弱が聴覚される 

ことが多い。（例えば、相違する１音が音自体において上記のような弱 

音であっても、その前後の音も弱音である場合には弱音とはいえない場 

合がある。） 

 〔注４〕音節に関する判断要素としては、 

   (ｲ) 音節数（音数。仮名文字１字が１音節をなし、拗音は２文字で１音 

    節をなす。長音（符）、促音、撥音もそれぞれ１音節をなす。）の比 

    較において、ともに多数音であるか（１音の相違があっても、音数が 

    比較的多いときには、全体の音感が近似して聴覚されることが多い。） 

   (ﾛ) 一つのまとまった感じとしての語の切れ方、分かれ方（シラブル、 

    息の段階）において共通性があるか（その共通性があるときには、全 

    体の音感が近似して聴覚されることが多い。） 

      等が挙げられる。 

 〔注５〕これらの基準は、両商標が称呼上、類似すると判断された事例にあ

って判断を構成した主たる要素として、また、各事例に共通する要素と

なるものを整理し、列挙したものである。 

 〔注６〕基準(1)ないし(8)（及びそれらの事例）と〔注１〕ないし〔注４〕 

に記載された判断要素との関係は、基準(1)ないし(3)が主として音質に 

関するものであり、基準(4)は主として音調、基準(5)は主として音量、 

基準(6)及び基準(7)は主として音節、基準(8)は､各判断要素に関するも 

のである。なお、〔注１〕ないし〔注４〕に記載されていないが考慮す



 

べき判断要素として、発音の転訛の現象（例えば、連続する２音が相 

互にその位置を置換して称呼されるような場合）が挙げられる。 

 〔注７〕基準(1)ないし(8)に該当する場合であっても､つぎに挙げる(ｲ)ない 

し(ﾊ)等の事由があり､その全体の音感を異にするときには、例外とされ 

る場合がある。 

   (ｲ) 語頭音に音質又は音調上著しい差異があるとき 

   (ﾛ) 相違する音が語頭音でないがその音質（例えば、相違する１音がと

もに同行音であるが、その母音が近似しないとき）音調（例えば、相違

する音の部分に強めアクセントがあるとき）上著しい差異があるとき 

   (ﾊ) 音節に関する判断要素において 

        (ｉ)  称呼が少数音であるとき（３音以下） 

        (ii)  語の切れ方、分かれ方（シラブル、息の段落）が明らかに異な 

      るとき 

 なお、基準(6)及び(7)は、基準(1)ないし(5)に該当しない場合に適用 

される。  

 (Ⅱ)(1) ともに同数音の称呼からなり、相違する１音が母音を共通にすると 

    き 

     「スチッパー」       「ＳＫｉＰＰＥＲ」 
                                     （スキッパーの称呼） 
 
     「ＶＡＮＣＯＣＩＮ     「ＢＵＮＣＯＭＩＮ 
           バ ン コ シ ン          」          バ ン コ ミ ン          」 
 

     「ミ ギ オ ン」       「ミ チ オ ン」 

   (2) ともに同数音の称呼からなり、相違する１音が 50 音図の同行に属す 

    るとき 

         「ア ス パ」       「ア ス ペ」 
 
     「アトミン         「ＡＴＡＭＩＮ        
      Ａtomin     」          ア タ ミ ン       」 
 
     「ＶＵＬＫＥＮＥ」     「ＶＡＬＣＡＮ」 
     （バルケンの称呼）      （バルカンの称呼） 

   (3) ともに同数音の称呼からなり、相違する１音が清音、濁音、半濁音 



    の差にすぎないとき 
 
         「ＨＥＴＲＯＮ」       「ＰＥＴＲＯＮ 
      （ヘトロンの称呼）           ペ ト ロ ン       」 
 
     「ＫＵＲＥＫＡ       「ＧＬＥＣＡ 
      ク  レ  カ」       グ レ カ」 
 
      「サンシール」          「ＳＡＮＺＥＥＬ 
                    サ ン ジ ー ル        」 
 

   (4) 相違する１音がともに弱音であるか、又は弱音の有無の差にすぎな 

    いとき 
 
          「ＤＡＮＮＥＬ」      「ＤＹＮＥＬ」 
      （ダンネルの称呼）       （ダイネルの称呼） 
 
     「山  清          「ヤ マ セ」 
       やませい」 
 
     「ＶＩＮＹＬＡ」      「Ｂｉｎｉｌｕｓ」 
     （ビニラの称呼）        （ビニラスの称呼） 
 

   (5) 相違する１音が長音の有無、促音の有無又は長音と促音、長音と弱 

    音の差にすぎないとき 
 
         「レーマン」        「Ｌéｍａｎ 
                    レ マ ン」 
 
     「コロネート」       「ＣＯＲＯＮＥＴ」 
                    （コロネットの称呼） 
 

     「たからはと」       「タカラート」 
 

   (6) 同数音からなる比較的長い称呼で１音だけ異なるとき 

     「サイバトロン」      「サイモトロン」 

   (7) 比較的長い称呼で１音だけ多いとき 
 
     「ＣＡＭＰＢＥＬＬ」    「Ｃａｍｂｅｌｌ         
     （キャンプベルの称呼）    キ ャ ン ベ ル        」 
 
     「Ｂ Ｐ Ｌ Ｅ Ｘ              「ビタプレックス           
       ビプレックス」        ＶＩＴＡＰＬＥＸ」 
 

   (8) その他、全体の音感が近似するとき 

    (ｲ) ２音相違するが上記(1)ないし(5)に挙げる要素の組合せであると 

     き 

     「ＣＯＲＥＸＩＴ」     「コレスキット」 



 

     （コレクシットの称呼） 
 

     「ビセラジン」       「ビゼラミン」 
 
                   「Ｆ r i g e n       
         「フレーゲン」         フ リ ゲ ン       
                     ふ り げ ん      」 
 
     「天 神 丸」       「電 信 丸」              
     （テンジンガンの称呼）   （デンシンガンの称呼） 
 
     「ＣＯＭＰＡ        「ＣＯＭＢＥＲ 
       コ ン パ」        コ ン バ ー 」 
 

    (ﾛ) 相違する１音が拗音と直音の差にすぎないとき 
 
     「ＳＡＶＯＶＥＴ      「シャボネット」 
        サ ボ ネ ッ ト        」 
 

    (ﾊ) 相違する音の一方が外来語におこなわれる発音であって、これと 

     他方の母音又は子音が近似するとき 
 
 
         「ＴＹＲＥＸ」       「ＴＷＹＬＥＸ」 
     （タイレックスの称呼）    （トウイレックスの称呼） 
 
     「ＦＯＬＩＯＬ」      「ＨＥＬＩＯＬ        
      （フォリオールの称呼）     ヘ リ オ ー ル       」 
 

    (ﾆ) 相違する１音の母音又は子音が近似するとき 
 
     「サ リ ー ジ ェ               「Ｓａｌｌｙ Ｇｅｅ」 
            ＳＡＬＩＧＺＥ」        （サリージーの称呼） 
 
     「ＣＥＲＥＬＡＣ」     「セ レ ノ ッ ク         
      （セレラックの称呼）      ＳＥＬＥＮＯＣ」 
 

    (ﾎ) 発音上、聴覚上印象の強い部分が共通するとき 

     「ハ パ ヤ」       「パ ッ パ ヤ」 

    (ﾍ) その他 
 
     「ＰＯＰＩＳＴＡＮ     「ＨＯＳＰＩＴＡＮ 
       ポ ピ ス タ ン          」      ホ ス ピ タ ン          」 
 
    「注．（ ）内の称呼は審決等で認定されたものである。」 
 

７．(1) 立体商標の類否は、観る方向によって視覚に映る姿が異なるという立 

   体商標の特殊性を考慮し、次のように判断するものとする。ただし、特 

   定の方向から観た場合に視覚に映る姿が立体商標の特徴を表していると 



   は認められないときはこの限りでない。 

    (ｲ) 立体商標は、原則として、それを特定の方向から観た場合に視覚 

     に映る姿を表示する平面商標（近似する場合を含む。）と外観にお 

     いて類似する。 

    (ﾛ) 特定の方向から観た場合に視覚に映る姿を共通にする立体商標  

     （近似する場合を含む。）は、原則として、外観において類似する。 

    (ﾊ) 立体商標は、その全体ばかりでなく、原則として、特定の方向か 

     ら観た場合に視覚に映る姿に相応した称呼又は観念も生じ得る。 

  (2) 立体商標が立体的形状と文字の結合からなる場合には、原則として、 

   当該文字部分のみに相応した称呼又は観念も生じ得るものとする。 

８．(1) 地域団体商標として登録された商標については、使用をされた結果商標

全体の構成が不可分一体のものとして需要者の間に広く認識されている事

情を考慮し、商標の類否判断においても、商標全体の構成を不可分一体の

ものとして判断することとする。 

  (2) 地域団体商標として登録された商標と同一又は類似の文字部分を含む後

願の他人の商標は、(1)で述べた地域団体商標の事情を考慮し、原則として、

地域団体商標として登録された商標と類似するものとする。 

９．商品の類否を判断するに際しては、次の基準を総合的に考慮するものとす 

 る。この場合には、原則として、類似商品・役務審査基準によるものとする。 

    (ｲ) 生産部門が一致するかどうか 

    (ﾛ) 販売部門が一致するかどうか 

    (ﾊ) 原材料及び品質が一致するかどうか 

    (ﾆ) 用途が一致するかどうか 

    (ﾎ) 需要者の範囲が一致するかどうか 

    (ﾍ) 完成品と部品との関係にあるかどうか 

10．役務の類否を判断するに際しては、次の基準を総合的に考慮するものとす 

 る。この場合には、原則として、類似商品・役務審査基準によるものとする。 

    (ｲ) 提供の手段、目的又は場所が一致するかどうか 



 

    (ﾛ) 提供に関連する物品が一致するかどうか 

    (ﾊ) 需要者の範囲が一致するかどうか 

    (ﾆ) 業種が同じかどうか 

    (ﾎ) 当該役務に関する業務や事業者を規制する法律が同じかどうか 

    (ﾍ) 同一の事業者が提供するものであるかどうか 

11．商品と役務の類否を判断するに際しては、例えば、次の基準を総合的に考 

 慮した上で、個別具体的に判断するものとする。 

    (ｲ) 商品の製造・販売と役務の提供が同一事業者によって行われている

のが一般的であるかどうか 

    (ﾛ) 商品と役務の用途が一致するかどうか 

    (ﾊ) 商品の販売場所と役務の提供場所が一致するかどうか 

        (ﾆ) 需要者の範囲が一致するかどうか 

 

 


